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大昭和25年12月15日

第議會の窓

町五

議定
會例

招
集
さ
る

＋
月扇
爆
會
は
1
1
1
一
て
は
鷺
に
楚
紺
に
欝
の
鏡
の
奏
覆
に
薪
契
箏
る
こ
と
雇

十
一
日
午
前
十
羅
一
牛
活
肝
熊
な
ど
軍
に
調
査
し
プ
そ
の
賢

堂
に
招
集
、
定
刻
ま
で
料
穿
躍
會
に
窟
六
れ
る
こ
と
に
レ
て

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

l

gi！
れ
で
今
回
の
羅
宙
の
㊥
期

の
出
席
二
二
名
に
子
彊

　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
に
至
百
ず
’
次
は
臨
案
第
§
八
号

e
竪
誓
議
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
高
蝿
草
稜
願
⑰
移
管
の
件
は
滴
場
1

曇
レ
襲
蟹
語
芭
藷
曇
臼
の
薮
璽
の
町
内
扇
島
藁
の
開

11
1号
大
根
占
町
枇
禽
赦

冒
委
員
候
例
は
一
郎
修
驚
可
決
す
。

　
次
に
第
竺
四
号
醗
案
町
醐
目
定
数

傑
例
の
改
正
は
原
案
通
り
．
町
長
の
事

務
部
局
の
職
員
吏
員
二
六
人
を
二
八
人

と
す
る
こ
と
及
び
孝
俊
の
事
務
部
局
の

職
員
中
暖
傭
人
の
一
人
増
と
を
決
定
、

次
I
I
I
五
長
■
察
は
第
望
同
逼
加
更
正
予

算
弔
稀
制
改
正
に
よ
る
収
入
支
出
の
変

題
で
’
最
豊
町
民
と
の
関
係
も
深
い
レ

貫天
潅
る
聞
題
と
レ
て
委
員
宙
に
付
託
一

esww
醸茎
套
・
吹
三
五

号
議
案
は
一
西
年
度
決
算
需
定
つ
件
で

あ
る
が
、
乙
の
決
算
こ
そ
我
々
の
納
め

た
続
金
が
最
糸
有
意
義
に
使
わ
れ
て
い
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

る
か
叉
國
や
棘
あ
N
　
M
i
E
，
ら
の
蘂
一

＋
m
間
佼
終
つ
た
が
’
そ
の
間
丞
菖
砦
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
る

本
宙
議
と
も
に
案
に
眞
剣
に
酎
醗
さ
れ

下。

爾
圭
駕
も
嚢
藷

疏
案
第
三
九
号
は
中
騒
窟
築
エ
事
契
鑓
振
興
五
ケ
年
計
画
の
樹
立
の
要
望
等

緬嚢の
件
で
曇
町
村
工
十
隅
の
雄
町
警
レ
イ
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
工
醸
費
が
百
方
圓
口
上
の
場
丙
は
輻
展
せ
レ
め
四
ケ
町
村
墓
嚢
F
の
中
心

舗霞
舗
聾
騨
畦
醗
爲
籠
‥
弧
舗
韓

角
病
気蛮
く
な
つ
で
か
ら
医
者

　
、
却
っ
で
沢
山
の
猛
用
を
要
レ
甚
だ

　
き
は
筒
モ
の
上
に
一
命
ま
で
失
う
結

果
に
カ
る
事
が
あ
る
o

　
モ
れ
と
同
じ
よ
う
に
大
事
な
牛
馬
病

　
に
な
つ
て
も
な
か
く
蹴
医
に
見
て

も
ら
わ
ず
、
も
う
だ
め
だ
と
サ
ジ
を

投
げ
る
頃
ρ
ら
と
厭
医
を
呼
ん
で
楽
る

愛曇
量
で
曇
旦

蓮
竃
レ
。
う
。
藷
壌

　　　　　　　　　　　　
遁

で
ず
む
の
だ
が
・
仲
々
そ
れ
遼
し
よ
う

と
せ
ず
全
面
的
庭
褒
が
つ
て
か
ら
漸
く

粟盈
狸
伽
す
る
。
其
の
時
は
既
に
相
笛

の
被
害
を
蒙
つ
て
レ
ま
つ
蓼
一
云

う
具
禽
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
年
巡
■

揚
に
受
け
る
被
書

予
、
栗
ぎ

病
虫
害
に
よ
る
も
の

病
虫
害
は

早
期
　
防
止
致
レ
ま
レ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
　
　
　
）
め
る
の
が
滅
の
目
的

ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
で
あ
る
か
ら
P
す
O

．

ダ
・
藩
聖
塑
Σ
・
吾
一
・
爵
嘆
・
・
曇
旦
本
…
蟻
躍
灘
騰
ぽ
選
謝
竃
‥
‥
舗
］
灘
購
難
議
縫

十
n
l
目
行
わ
れ
た
大
根
占
中
挙
硬
第
二
の
で
あ
る
。

頭
工
事
二
四
〇
騨
の
入
札
口
町
内
綿
坦

協

｛關
す
る

の

財
務
庵
理
に

政
令
公
布
さ
る

我
々
の
農
協
は
．
ぷ
．
．

　　　　　我
々
の
資
金

　
▲

　
　
　
　
　
　
　　．
　
…
…
　
　
　
　
　
　
1
て

醗
村
経
済
の
基
盤
と
な
る
べ
き
我
々
あ
る
べ
き
か
を
規
定
レ
て
い
ま
す
。

交
付
金
が
廻
正
に
支
出
さ
れ
て
お
る
か
一
の
陛
協
は
あ
ら
ゆ
る
蕩
か
ら
組
合
員

ぐ
の
委
員
宙
に
対
レ
付
託
す
る
旨
を

皆
げ
本
●
鴎
の
初
日
鴇
了
レ
池
。

　
モ
の
後
十
一
月
四
日
か
ら
各
委
員
會

が
閣
催
舎
れ
N
の
で
あ
る
が
、
各
郁
委

貢
曹
と
も
予
算
（
審
題
1
日
、
決
算
の

審
謹
一
日
で
あ
る
か
ら
四
つ
の
委
員
宙

で
八
日
間
を
費
し
十
四
日
午
後
本
臼
醜

政
令
の
趣
旨
に
則
り
出
責
増
強
還
動
を

彊
ガ
に
推
遽
し
て
お
り
乗
す
が
、
昔
の

畜
鵜
組
合
時
代
と
口
異
り
國
家
の
特
別

の
保
耀
も
な
く
、
出
資
金
は
物
恨
蒙

igp
s
－
w
w
r
c
u
a
g
穐
分
竺

て
璽
ず
、
鍵
の
増
謹
碧

一に
と
つ
て
今
よ
り
必
要
な
時
は
惚
い
の

で
あ
り
ま
す
o
△
r
後
我
々
の
鴎
協
妃
強

～

育
成
レ
て
行
く
爵
に
一
段
の
御
協
カ

一

を
衷
心
よ
り
御
願
い
致
じ
ポ
、
す
。

　◎
註

一

　
匿
業
組
合
時
代
と
現
在
の

1

　
　
　
　
　
　
　
　

一

出
茸
金
の
比
綾

一、
産
業
組
合
笛
時
の
出
資
額

　
1
ロ
l
　
1
十
哩
’
　
r
e
均
二
口
四
o
圓
’

笛
時
の
米
慣
石
當
二
〇
喝
で
、
二
石

に
相
当

il　1
、

礪
在
（本
鑓
九
月
現
在
）

‥鷺
籠
隷
鍾
鐸
羅
鎌
醒
鵯
群
鞭
鍾
謹

白
田
額
と
レ
て
示
宍
．
れ
危
か
の
で
あ
り

ま
す
o

　
本
牢
は
本
町
に
対
レ
実
に
二
万
l
1
千

度
を
巡
捌
く
よ
う
罰
當
を
受
け
た
の
で

あ

暴
す
が
、

戸
當
v
八
枚
、

町
尾

星1
す
o

抽
莞
鯖
け
て
一月
十
五

1　
M
l
　
I
E
r
m
m
l
　
l
l
l
八
i
m
e
“
i

圓
、
現
在
の
米
置
石
笛
五
千
百
圓
で
界
各
國
の
そ
れ
と
を
御
参
考
ま
で
に
申

一
斗
八
升
五
省
に
相
当
す
る
o

　
　
　
　
（大
根
点罎
協
）

…
．
．
郵
便
は
文
化
の
’
〈
　
n
メ
ー
タ
ー
・
．
・
；
・
・

1I1人
當
り
一
・
五
枚
と
云
う
数
字
に
な

一一

る
の
で
栖
り
走
す
。

　
我
國
の
牢
賀
郵
便
の
和
用
峠
況
径

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
絹
色
の
有
ず

る
　　

に
ロ
ほ
の
と
そ
の
　
　
の
れ
ス
す

の
事
業
と
け
勘
定
2
区
分
レ
て
経
理
し

‥鐘
設鷲
咋
鰻
麓
狸
熟
駐
‥
鷲
‥

彊
違
輸
、
小
右
田
戦
育
曳
生
、
彦
司
萱
令
の
甚
漂
に
合
致
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
五

業
食
糧
の
各
委
員
長
よ
り
そ
の
委
槙
●
一
之
な
つ
た
の
で
’
之
を
今
少
レ
く
詳
湿

の捗

数
意
見
を
遣
べ
ら
れ
・
第
コ
一
回
大

根
占
田
毘
入
歳
吊
追
加
更
正
予
算
は
歳

K
包
出
と
払
四
千
四
百
捨
参
万
八
千
六

早
七
＋
七
■
の
原
案
可
s
s
。
　
1
1
＋
皿
軍

度
の
快
算
に
つ
い
て
も
原
害
承
認
さ
れ

雷
す
る
金
額
か
ち
超
え
て
は
な
ら
な
い

（第
四
候
）
事
と
た
つ
て
お
り
’
そ
の

上
貯
金
の
漢
に
あ
て
る
爵
P
左
の
各

号
の
㊤
額
の
合
計
額
以
上
の
金
額
を
信

・一お
　　　ソロ

　日年
　の｝玉
　　1付
　御i年
；：ll

郵を息
便！

局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘗
ん
　
に
御
承
知
の
如
く
、
昨
年
以
爽
郵
政

百
に
於
キ
．
由
よ
レ
藁
案
の
曇
玉

つ
き
年
賀
翼
書
」
を
質
出
レ
て
居
り
棄

す
が
、
今
年
も
去
る
十
1
月
二
十
日
よ

り
全
國
一
斉
に
画
出
し
て
居
り
ま
す
が

こ
の
趣
旨
を
今
少
し
皆
さ
ん
に
御
理
解

願
い
ま
レ
そ
御
協
刀
牟
御
願
い
致
レ
た

い
と
存
じ
寮
す
。

　
こ
の
年
賀
は
が
き
は
巾
ず
寮
で
も
な

く
悟
頭
に
際
レ
で
新
年
の
挨
拶
を
郵
随

譲
躍
耀
蹴

の
多
い
特
殊
の
人
々
即
ち
躍
員
、
官
公

吏
、
繭
昌
、
学
生
或
は
麿
に
郵
阻
，

Ige利
用
さ
れ
る
商
工豊
僧
の
方
々
に
鍾

ge
l
l
l
候
乃
曇
悟
は
貯
今
工
喫
レ
一
が
き
霜
用
は
、
こ
の
箕
わ
レ
い
風
習

冑
　
　
∨

4
，

　
　
　
　
　
　
　
　
t

レ
ぷ
す
と
’
我
頭
に
於
て
魔
昭
和
ヤ
ニ

一H
八
億
五
千
万
枚
、
一
人
當
十
二
枚
、

1昭
和
二
十
年
七
千
万
枚
、
↓
人
T
枚
冑

1

爲
す
べ
き
事
で
な
い
質
勿
論
で
あ
り
ま

す
o
　
　
　
　
を

　
爽
る
べ
き
■
村
恐
慌
に
備
え
で
、
こ

の
上
ど
も
肥
培
管
理
、
病
害
虫
防
除
を

盲
樋
南
科
学
的
に
行
い
、
乙
の
上
互
も

唱
蚤
に
努
力
k
れ
る
磯
切
望
レ
ま
す
o

昌
か
ら
、
麦
は
こ
や
レ
で
作
る
と
云

　
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
今
年
の
麦
は
こ

や
レ
乞
う
ん
と
や
つ
て
’
米
の
減
牧

を
取
り
．
活
レ
ま
レ
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
共
済
組
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
升
、
一
升
踏
リ
ニ
八
〇
圃
の
憲
咀
で

　　　　各
課
の
窓
か
ら
　
一
手
舗
ぽ
は
＋
旱
募

agffl
l＋
p
t
u
r
v
a
J
　
－
p
t
｝
“
6
）
V
t
i
二
昔

　　　　　　　　　　　　　

駅
況
は
増
進
2
そ
い
る
亭
〃
宗
レ
て
い

玉
・
。

一

　
l
方
列
國
の
邸
曜
利
用
朕
況
は
、
温

一信
’
小
包
を
含
め
て
ア
メ
リ
カ
ニ
六
冠

板
脛
濟
課

知
△

藁
漂

告

明
鷺
二
宍
曇
の

　
　
　
本
町
に
対
ず
る
主
菌
指
示
が
．

　

し
た
e

反
別
に
レ
で
六
六
〇
町
歩
、
衰
石
で

一

醤
當
製
繧
す
藁
髪
呈
ぎ
月
の
二
＋
吾
迄
に
は
入
荷
レ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

レ

た
・
　
　
　
霊
月
に
は
充
分
豊
。
う
m
o
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ事
。

療
配
讃
麗
止
六
れ
・
釆
年
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　頂
月
か
畠
な
つ
か
し
粟
警
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
が
登
頃
’
自
由
●
録
に
よ
る
配
給
所
と

五
壬
刀
枚
l
人
當
T
i
l
枚
賜
と
な
リ
、
世
ハ
＝
四
石
で
す
。
　
　
　
　
　
　
レ
で
新
発
尼
す
る
事
と
な
り
ま
じ
N
b

lの申竃な
る
ぢ
れ
で
、
翻
蓼
軍
＋
月
二
＋
。
を
e
x
f
f
［
　
a
g
m
“
m
p
と
妄
レ
て
は
’
＋
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汀
二
日
よ
り
十
1
　
l
月
十
p
t
日
：
u
で
に
配

響
の
と
レ
て
§
藁
、
㌔
、
ス
イ
X
l
1
0
五
通
、
ペ
キ
一

共
ひ
竃
竃
竃
醸
．
嚢
璽
議
コ
・
ん
鍵
魏
翼

手
を
ざ
レ
の
べ
る
墓
動
に
Q
協
力

す
る
事
に
も
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

実
に
郵
園
は
叉
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

制
が
廃
止
さ
孔
美
レ
た
が
、
明
館
度
D

雀
壁
レ
で
扇
六
g
r
e
e
s
、
宅
篇
（
雀
蓼
三
馨
は
m
a
y

M
l
l
i
．
1
1
八
〇
豪
渠
亮
芒
覧
騒
へ
露
ず
る
些
な
X
す

ボ
墾
喜
姜
紅
ロ
尾
宛
蝿
出
亮
亀
巾
掴
湯
煤
町
長

・
ら
緊
旭
妻
の
弓
粟
（
含
頂
て
審
査
ソ
、
善
序
曇
識

　　　　　　　　　　　　鷲
り
、
善
本
の
m
a
l
±
：
i
l
l
k
’
　
r
M
a
O

從
つ
て
昨
年
度
に
於
け
る
は
が
き
趣
郵
便
の
利
用
尾
を
高
め
る
一
嚇
に
あ
り
、
　
筒
十
一
月
二
十
一
ヨ
篭
工
凱
電
協
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
の

　
　
　
I
L
　
　
　
　
　
　
、
・

レ

竺
r
吉
声
偉
白
－
・
．
．
　
f
．
卜
－
竃
’
1
8
聾
6
藍
i

　
　
　
コ
シ
，

”N　
r

y
｛

1

4
ご
ー
▲
X
W
』
’
f
・ 　
　
．
1

二
4
t
、
↑
．
誓

　
な
い
な
が
ら
’
サ
　
ピ
貢
恥
の
■
チ
、

erい
が
出
秦
6
よ
う
に
な
る
三
と
で

よ
う
。

△
竺
孔
か
ら
左
覚
に
も
甘
堵
に
も

■
レ
い
お
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せ
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琶
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＋
三

？
㌔
‘
と
‘
．
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ン
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’
十
二
月
の
納
穐

固
定
責
苗
続
（
土
幽
家
慶
二
期
分
）

　
右
同
　
　
　
（
贋
却
責
産
一
期
分
）

二
、
納
備
麗
頂

ユ
、
期
日
　
十
二
月
二
十
七
日
迄
の

　

納
碗
成
柘
に
よ
る

2
、
羅
方
隈
と
す
る

3
、
対
象
現
目

　
＋
二
月
迄
に
納
閉
の
到
來
レ
た
町
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皐
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現
の
毫
鞄
目
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＋
二
月
迄
の
魍
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に
対
レ
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晒

　
弔

培
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八
o
％
以
上
の
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蕗
及
世
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’
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出
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赤
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や
ん
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．
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ご
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：ト

火
事
が
発
主
し
て
い
董
．
。

皆
さ
ん
火
事
は
T
寸
レ
彪
事
か
ら

奥
々
も
火
の
用
心
を
致
レ
ま
レ
よ

う
o

△
政
菖
笙

△
衛

共
同
募
鍵
の
ま
だ
ず
ま
な
い
所
が

あ
り
ま
す
。
穆
き
の
加
わ
る
に
つ

れ
て
多
く
の
氣
の
毒
な
人
遍
は
ど

う
レ
で震
を
す
る
で
レ
よ
う
。

皆
民
ん
の
大
き
な
愛
の
力
で
’
1

日
も
早
く
目
標
額
は
す
ま
せ
ま
レ

よ
う
。

　
　
生

狂
犬
病
予
防
庄
射
の
す
ん
で
い
な

い
犬
に
対
し
て
’
今
月
の
中
旬
に

第
二
吹
予
防
庄
射
を
計
画
レ
て
い

ま
す
。
前
に
注
射
を
レ
な
か
つ
セ

犬
は
今
度
こ
ぞ
も
れ
な
く
注
射
を

受
け
ま
レ
よ
う
。
例
え
畜
犬
稔
を

sg
g
で
いven
犬
と

レ
て
翌

　
か
わ
れ
、
庵
射
手
数
料
も
高
く
な

　
U
乗
す
か
ら
念
の
爲
。

警
察
暑
か
ら

△
愈
々

年
の

腰
も
さ
レ
せ
ま
つ
て
参

り
実
レ
た
。
人
の
心
お
浮
き
た
つ

て
何
と
な
く
あ
石
た
∫
レ
い
ぼ
雰

と
な
り
が
ち
で
す
。
一
一
ん
な
時
に

詐
欺
に
か
＼
つ
た
り
泥
据
に
レ
て

や
ら
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
o

雪
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か
1

瓢
随
エ
常
に
私
共
力
隙
を
ね
ら
つ

　
て
呑
り
ま
す
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呉
タ
も
御
庄
意
下

さ
い
。

△
人
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右
、
車
儒
左
、
お
互
い
に
交

司
遮
隠
か
一
守
り
ま
レ
よ
う
e

共
濟
組
合
か
ら

ム
ニ
十
五
年
露
髭
の
共
済
金
は
＋
n

月
中
頃
に
到
看
す
る
予
足
で
す
e

揖
金
を
考
窪
覇
め
て
居
な
い
人
は

　阜
～
．
袖
め
て
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さ
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共墓
の
轟
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掛
金
亮
完
納
穴

れ
竃
郁
落
を
第
一
に
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次
に
掛

　
を
納
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れ
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の
願
と
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で
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皆
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せ

昭
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＋
五
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も
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レ
く
李
り
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と
レ

余
す
旬
日
に
昭
和
二
十
六
年
の
新
春
を

迎
へ
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と
レ
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い
ま
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憶
贈
に
お
き
衷
レ
で
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町
報
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一
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を
致
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三

易
以
後
は
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町
呂
の
皆
ぺ
ん
の
閏
を
厄
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犀
憾
攻
レ
で
建
設
的
御
協
刀
を
お
願

い
致
レ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
公
喝
館
の
政
治
政
育
に
於
け
る
二
つ

の
注
事
と
レ
て

一、

町藩
の
議
決
事
項
、
町
嘗
局
の
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面
レ
て
い
る
摸
豊
題
の
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二
、
墾
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0
立
場
か
ら
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必
要
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す
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り
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設
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磁
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．
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藷
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螢
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報
梧
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昊
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s

　　　固
定
資
産
税
を
課
さ
三
担

償
却
資
産
の
事
に
つ
い
て

露
蝶
翼
言
縛
認
て
は
．
否
憤
格
に
ょ

て
は
方曇
人
の
亘
、
篇
き
曇
な
も
の

・裟
め
詣
レ
旦

の
参
考
に
資
レ
た
い
と
鼠
い
ヤ
†
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1、
償
却
責
の
範
園
に
っ

　
　
　
い
て

イ
’
償
賓
壷
垂
8
屋
筑

　
の
卓
業
0
用
に
供
す
る
こ
と
の
て
き

　
る
實
蚕
で
そ
の
戒
■
屡
憤
却
額
叉
は
減

　
慣
贋
却
費
が
法
人
稔
法
又
は
所
縛
税

　
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
㊨
計
算
上
損

　
金
又
は
必
要
な
経
費
に
算
入
六
れ
る

　
も

の
を
云
う
。
但
し
自
動
一
嬰
椀
自
囎

　菓
椀
及
禰
車
視
の
課
税
対
象
で
あ
る

　自
動
車
自
鱒
車
及
荷
車
は
除
か
れ
る

ロ
、
恵
藁
の
用
に
供
す
る
阜
が
出
來
る

と
は
現
在
事
莫
の
用
に
供
レ
て
い
る

P
の
は
勿
論
遊
休
禾
稼
働
の
も
の
も

含
ま
れ
る
。

で
あ
る
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そ
の
取
扱
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へ
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滅
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費
が
法
人
庵
法

は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の

計
算
ト
檀
蚕
叉
は
必
要
な
経
責
げ
算

入
さ
れ
る
も
の
と
は
⑭
種
友
あ
る
が

そ
の
う
ち
耐
用
年
数
一
年
譲
側
又
は

取
得
臓
格
千
圓
｛
盗
脚
の
も
の
陵
含
ま

　
れ
な
い
の
F
之
を
轟
別
に
列
聴
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る
と
大
從
吹
の
楼
な
育
匿
を
云
う
’

　
ぽ
ぼ
　
　
ギ
ゆ
　
　
で
あ
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か
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ケ
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露
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甕
．
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曇
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難
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．
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江
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　司
に
於
き
ま
し
て
は
納
視
思
想
の
普
星

ssで
仮蓼
蓑
皇
を
ひ
菱
つ
て
本
竃
和
一
曇
髪
葺
で
納
竃
の
婁
萎
代
の
希
望
の
シ
ン
ポ
ル
・
塁

me；
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N
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フ
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第
・
あ
額
き
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財
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録
一

xr
s
’
　
t
s
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－
　
．
ネ
オ
ン
ナ
イ
ン
、
隔
皇
1
1
、
菓
子
製
造
業

器

鴫
接
セ
ツ
ト
、
計
算
m
s
’
　
v
イ

ブ
ラ
イ

叉
ー
、
柏
子
デ
ス
ク
’
■
棚

■
鰯
箱
、
計
器
姻
、
震
皆
詮
■
、
照

明
装
磁

2
、
尾
業

動
力
耕
伝
磯
、
動
力
墳
麗
噛
、
ぺ
ー

テ
カ

ル
ポ
ン
プ
’
動
力
脱
殼
磯
、
籾

　
　
ロ
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

瘤
磯
、
確
土
機
、
畜
力
水
田
除
薗
機

人
力
謄
璽
磁
脇
・
人
力
霰

ロ機
、
煙
草
乾
燥
室
の
設
偏
、
煙
草
貯

蔵
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
3
、
眠
鏡
、
時
計
榮

　
　
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
、
檜
眼
用
レ
ン
ズ
セ

　
　
ツ
ト
’
レ
ン
ズ
メ
ー
タ
ー
、
標
準
時

　
　
計
、
罫
蟹
ル
ー
ペ

る
や
ピ
ゆ

7
、
鵠
容
、
揮
髭
扇

ず
マ
ネ
ン
ト
シ
ン
、
ド
ラ
±
丁

赤
外
親
燈
、
椅
子
、
ハ
ン
ド
ト
ヲ
イ

ヤ
ー
、
蒸
タ
オ
ル
器
、
鏡
、
ケ
ピ
ン

ト
、
湯
沸
器
、
願
接
セ
ツ
ト
、
叱
粧

晶
戸
棚

8
、
浴
場
靖

取

得

慣

格

四
O
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圓
以
上

八
〇
圓

以

上

五

c
円

以
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　　一に昭
右右8鯉
　　Oる十同同
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響
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．
．
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村
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霧
玲
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責
年
．
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葛
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＝
S
第
二
項
各
旦

蹴
氣
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サ
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縄
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一
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号
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額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
プ
レ
ツ
ト
マ
シ
ン
、
糖
衣
磯
’
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引

　
　
　
　
　
ワ

　
機
、
冷
却
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、
切
断
磯

pt、
パ
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襲
造
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窯
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台
搬
、
蹴
姫
寵

　
　
　
　
　
　
　
．

1
3
、
b
腐
製
造

　
　
　
ロ

　
豆
据
歳
、
■
動
轡
、
水
樋
、
曜
抱
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哨
三
号
の
頗

1
4
、
麺
類
製
造

田
瀟
幽
磯
、
簡
搾
磯
、
ボ
イ
ラ
ー
、
電

動
磯

貸
借
対
照
表
又
は
こ
れ
ら
に
柏
す
る

帖
溝
書
類
に
附
止
2
“
た
る
■
嬬
∨

　
　
　
　

再
園

圃
額

婁
辱
白
鰹
お
竃
つ
偏

y
恨
を
行
う
護
出
釆
る
⑲
底
人
父

性甲
ハ
奮
蒜
腹
に
依
り
モ
塁
何

す
る
資
産
の
師
贋
額
を
増
額
す
ろ
●

，qに
於
け
る
●
韻
殴
の
註
唱
唇
（
周

訂
置後
の
隈
置
憎
｝
格
と
な
る
“
；
｝

　
　
　
　
同，

藩
顧
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陸
上
競
技
大
會
開
催
苦
る

度
の竃
3
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は
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m
e
w
m
g
g
鼠
響
警
旦
の
■
き
は
p
s
t
g
w
h
g
e
n
v
p
g
g
g
N
・

て曇
す
と
、
嘱
皇
・
る
s
e
w
隔
馨
に
讐
之
て
K
N
g
m
a
P
，
’
¢
t
H
図
で
は
昭

爵
糞
に
“
｝
r
う
予
男
嚢
せ
ん
壷
レ
f
雲
和
一
1
　
H
l
l
　
v
a
z
s
g
i
g
a
s
向
4
i
j
各
町

。
て
霧
窪
事
・
っ
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歴
竃
此
§
・
冨
議
相
互
窪
碧
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レ
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い
る讐
状
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i
　
w
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1
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f
f
t
w
w
t
か
り
弩
貯
孟
國
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a
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況
で
あ
2
手
、
一

磨
本
麗
蔓
砦
姦
い
政
レ
薯
　
・
鷺
で
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上
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轟
窒
覆
・
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w
g
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j
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葵
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蓬
竃
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疽
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呈
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島
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曇
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ノ
て
優
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め
三
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藷
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蚤
夫
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議
曝
竃
声
彗
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．
ε
藏
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翻
麗
詩
鯉
鱈
註

亘
鳳
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竃
う
藷
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前
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曙
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W
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い
ノ
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．
予
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も
お
レ
つ
ま
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廉
る
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姦
し
玉
春
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思
う
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か
レ
あ
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レ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ら
，
う
、
こ
う
レ
た
’
つ
・
」
〉
二
斜
字
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
泊
憂
考
え
▲
協
働
一
弦
〉
、
’
　
細
　
足

番
多
糞
霞
藷
駅

妻
、
、
元
藁
壌
な
、
三
考
き
の
？
箕
・
の
邑
に

£
L
t
7
f
i
l
r
Y
i
．
I
E
m
p
t
ぞ
s
u
w
w
w
o
o
▲
x
u
r
こ
そ

§
霧
鍾
の
曇
萎
か
髪
簑
二
萎
を
許
事
高
山
迎
え
ん
と
レ
憂
年
こ
藷
’

つ
た
が
そ
れ
で
も
高
山

　　　
　　
　　　　震、
壁
と
w
g
．
の
s
s
J
e
q
3
つ
g
；
a
e
つ
の
接
I
L
M
；
と
か
ぐ
想
つ
竺
套
人
の
”
｛
，
X

霧
、
鼻
竃
藷
．
ヤ
」
・
竈
曇
、
曇
山
町
霧
は
藁
う
▲
穗
曇
探
憧
堅
竃
蓋
の
糧
量
驚

に婁
の
き
覧
灘
冒
塁
意
縄
曇
が
ら
姦
警
§
蓼
・
k
今

藷
水
町
が
多
ス
パ
ン
。
を
墨
宴
ξ
飼
れ
曇
旗
は
き
逼
の
見
璽
・
少
く
音
髪
精
成
一
。
整
塁
爵
塑
で
麗
・

妻
遠
遥
傭
馨
己
レ
て
屑
亡
ろ
嚢
覆
竃
凹
’
毒
年
各
冑
回
行
祭
高
呈
の
宮
迄
歌
薫
遥
幕
闇
髪
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　　　　　　　　　　　　　一
　
　
⑲

旗
が
掲
蜴
さ
れ
綴
画
冑
年
■
髪
α
ヵ
伺
各
町
村
の
惇
安
叉
の
通
り

Rglv
青
年
N
る
蔵
賃
登
以
て
正
々
璽
々
　

技
を
競
う
よ
う
あ
い
六
つ
を
遠
ぺ
’
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

宙
の
開
幕
発
宣
レ
た
、
こ
の
時
擢

の
小
雨
も
晴
れ
あ
が
り
太
陽
も
頗
を
の

ぞ
か
せ
て
、
期
く
大
会
氣
分
も
高
胡
レ

高
山
町

掴
水
町

入
展
占
町

・

”
？
t
u
i

円
貞
叫

’

oo
貼

高
脳

垂
一
堅

四
八
駆

一
二
塾

経詩
曇
藩
畷
撫
れ
‥
鍾
鑓
詫
い
脳
麩

博
は
躍
I
M
埴
加
レ
從
つ
て
レ
暮
向
き
ま
さ
れ
て
い
N
o
す
ろ
声
漬
か
ら
も
う

一も
よ
J
d
る
の
が
世
の
常
で
あ
り
N
う
一
人
の
曇
9
」
楽
て
ふ
ら
ち
巻
を

づ

ぷロ
の
き
　
　

竃
、
縄
篇
、
竃
曇
曇
聾
屡
星
る
ぺ
毛
婁
す
。

期
、
蒲
讐
゜
　
°
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
t
u
h
の
a
s
C
a
s
M
X
じ
亀
膓
豪
怪
は
割
妄
髪
町
財
曹
畠
夕
く
・
竃
署
髭
制
の
申
に
済
套
譲
に
あ
o
u
す
e

§
、
閨
、
藷
、
モ
｜
豆
　
　
　
看
で
あ
曇
の
竃
壁
の
？
・
薯
曇
量
名
の
璃
．
町
曇

購
轟
づ
謙
鑛
嶽
糠
騨
顯
難
蕪
灘
講
卵
灘
鱈
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
り
に
も
苛
闇
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
虫
一
絃
己
が
ち
り
ピ
す
が
淫
も
日
掛
一
も
つ
よ
う
切
に
此
種
組
臼
の
設
立
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
さ
を
　
ぴ
す
る

納霧
蒙
響
蒔
卿
ニ
ー
お
で
萱
手
。
　
　
書
頗
曇
製
よ
つ
ヂ
．
竪
。
璽
す
、
め
致
藁
で
竃
す
。

襲
羅
告
・
☆
曇
鷺
嚢
一
ぽ
繰
讐
設
｛
議
購
鍵
繰

　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
踵
裟
㎏
菖
勇
驚
蟹
に
禰
z
z
の
u
c
“
g
l
L
1
R
r
w
g
e
e
l
－
v

頂‥

認
転
曙
、
仕
込
・
滅
麗
却
曹
蔭
髪
§
旦

1
8
、
緒
油
襲
造
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
定
め
る
。
減
圃
償
却
■
の
竃
ぷ
＝
々
蛋

四
、
N
粉
翼

明日への希望

躍
進
す
る

青
年
團
髄
の
動
き

竃
の
だ
が
▲
．
e
s
5
に
棄
年
こ
宅
つ
窒
．
や
つ
つ
け
’
　
a
v
g
g
s

は痘
い
窪
ら
も
、
、
甕
。
よ
需
に
漂
け
蘂
．
そ
う
婆
は
じ

に
や

り
く
邊
馨
レ
い
竃
工
零
や
k
V
二
d
f
は
ξ
緩
車

が
i
l
g
，
〈
の
a
s
▲
人
間
召
嚢
9
弍
星
。
数
量
膠
璽
に
の
つ

1　
v
e
e
は
l
g
e
l
の
g
の
f
f
x
う
に
工
て
い
乏
、
又
天
の
勇
糞
除
が

望
暮
レ
再
け
れ
ぱ
w
れ
で
好
レ
ζ
長
縞
い
難
の
毛
葵
を
か
ら
か

“
翼
1
8
舗
難
っ
て
．
る
・
e
と
同
じ
ょ
う
に
天
の

l”e
l
i
l
t
t
n
t
i
こ
ち
ら
の
p
t
g
・
〈
並
’
g
K

蒋褒
霊
の
暮
旨
姦
い
と
は

lよ
く
き
く
語
▲
い
つ
こ
の
國
で
も
人
の

亘
簾
モ
の
同
の
青
墓
黎
墨
曹
本
を
摺
レ
よ
う
頂
五
＋
m
v
e
で
t
i
p
よ
つ
く
畠

ur
の
u
r
F
g
e
s
）
u
リ
・
と
ξ
ろ
是
D
窪
提
漸
く
璽
の
窪
い
攻
w
a
〈
N
6
V
（
t
S
t
t
．
v
い
う
％
I
N
の
だ
。
一
書
の
時
の
堕
歳
警

蟹
の
余
竃
レ
、
覧
警
量
く
壁
掻
み
r
v
g
u
3
出
し
危
の
を
夏
圏
援
嘗
清
響
と
u
a
1
t
T

兵
隙
が
拓
つ
0
れ
酵
属
■
㊤
退
レ
て
忽

ち
モ
の
美
人
と
現
レ
げ
に
話
髭
は
じ
め

危
、
私
は
つ
と
氣
が
つ
い
た
e
こ
の
二

人
の
利
口
西
兵
除
は
彼
ら
独
痔
の
や
U

方
で
た
く
さ
ん
の
女
笈
達
を
作
つ
て
い

馨
鵬
講
纒
難
麹
．
。
．
蓋
．
．
蟹
．
あ
．
N
e

つ

た
．
然
k
竃
の
璽
籠
舖
鰭
襲
　
雛
霧
難
礪

繊鷺“
誘
ぽ
霧
翻
鐘
ロ
鷺
鵬
潴
ぴ
醸
鵠
靴
糎
＋
充
ぷ
豊
、
藩
饗
讃
羅

V
t
“
F
J
－
t
－
t
－
t
t
s
t
i
＿
、
＿
t
t
l
・
＿
・
1
－
＿
t
＿
t
＿
t
－
－
r
t
l
t
＿
＿
、
＿
t
＿
t
l
－
1
・
i
－
e
t
I
t
I
t
l
t
l
t
l
r
l
、
I
s
－
－
－
、
l
t
I
s
‖
t
－
t
－
s
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ス

ポ

ー
ツ
短
信

大

竃
署
竃
醜
雛
鞭
棄
じ
ξ
．
古
§
中
．
息
苦
レ
．
暗
迫
か
ら
運
り
曇
る
篇
は
竃

2
0
、
木
翼
指

　
木
工
捉
盤
、
碑
銅
盤
、
奉
押
飽

2
1
、
洋
服
仕
立
ミ
シ
ン

そ
の
賃
椙
方
法
牟
例
拍
す
る
こ
と

（藷
冒
十
藷
莇
）
X
つ

’

　
爪
Ψ
L
‘
包
叫
田
繍
ば
‖
］
揖
（
U
目

嵩
霊
（
欝
曲
田
讃
」
ヨ
ら
皐
W
吋
）
∨
ハ
O

鰯籠
鷺
舗
諸
蟻
紬
魏
賢
詫
‥
露
‥
鯖
鷲
麗
〔
鯉
鑓
巽
鐘
蕪

擢
銘
元
箒
、
曇
ト
附
ポ
ン
プ
・
嚢
の
篇
の
建
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

1 慣
格
千
圃
以
上
と
な
ろ
有
形
資
畜
陵
全

部
範
含
す
る
g
の
と
す
る
。

三
、
昭
和
二
十
五
年
度
の

　
　
固
定
賓
産
税

税
率

稠
格
の
百
分
の
一
、
六

納
期

第
一
期
分

　m
和
廿
五
第
十
二
月

什
五
日

第
l
1
期
分

　
　
　
　
　
八
日 　　　　　　　・

い皇
き
藁
こ
の
量
こ
の
宅
．
で
も
や
つ
て
艮
の
誓
を
敵
じ
・

静
眺
欝
“
聾
鑑
讃
簗
翻
辮

昭
和
・

六
年
二
月
廿
籍
羅
撫
灘
粥
．
灘
編

て
の
事
で
あ
り
今
後
の
発
展
が
鶏
侍
弐
．

れ
る
。
’

宴
民
宮
墨
書

W
長
男
轟

物
下

直

揚
田
賠
郎

禰
脇
森
弘

岩
元
松
彦

山
下
辰
二

筒
前
詞
野
球
働
援
臼
で
は
十
T
M
I
1
十

一六
日
、
大
展
占
高
稜
及
び
小
学
硬
々
庭
，

に
撃
、
§
來
第
画
の
護

’

箏
奪
：
v
－
｝
グ
載
を
開
催
、
綱
好
の
野

．羅
舳
籠
鴇
鍾
籔
熱
鑑
鞭

鰻
鰭
鑓
馴
翻
雛
宿
利
原
町
内
壌
讃

で
あ
る
が
・
最
近
各
硬
区
或
は
部
落
軍
次
い
で
午
後
は
僻
論
大
宙
に
移
り
各
部

大
恨
占
稜
区
青
年
團
は
磯
を
み
プ
敏
．

イ

ン
テ
リ
ー
も
多
い
が
伸
ム
叉
化
に
さ

と
い
常
に
町
内
各
青
隼
團
の
リ
ー
ダ
ー

格
と
し
て
先
瑞
を
切
り
つ
、
進
む
が
過

去
に
於
で
は
兎
角
理
論
的
な
貼
も
な
い

で
は
な
い
前
愚
枝
團
長
の
後
任
と
レ
て

新
團
長
竹
下
直
麺
長
瓢
之
ト
道
男

君
共
に
質
編
ぱ
幽
の
爲
献
身
的
努
力

は
全
く
涙
ぐ
ま
レ
い
糧
で
あ
る
、
時
代

の
感
慢
を
良
く
促
へ
地
道
を
猛
進
ぜ
ん

す
る
園員
の
憾
情
は
意
娼
盗
れ
特
に

璽
振
興
へ
の
途
仁
努
刀
レ
つ
＼
あ
る

城
冗
塩
屋
青
年
團
’
毎
月
一
回
早
朝
向

蜜
董
参
善
馨
民
の

q
謝
の
画
高
い
麓
南
年
團
、
之
に
劣
ら

ぬ
各
部
落
團
の
活
動
も
頓
み
に
目
立
つ

て
艇
つ
A
あ
る
。

池
田

森
山
や
匿
蟷
葬
相
手
に

大
自
然
を
友
と
し
て
生
き
る
、
池
田
硬

区
占
年
こ
＋
強
い
團
結
と
組
諭
墾

rキ
ン
グ
女
史
』
の
働
告
に
よ
り
い
ち

早
ぐ
彊
叱
さ
れ
た
組
織
の
カ
は
’
去
る

十
一
月
十
円
池
田
小
学
稜
に
於
て
、
大

根
占
、
田
代
、
吾
本
各
町
村
毘
を
中
心

に
開
か
れ
た
南
央
遭
階
開
通
促
濫
協
扇

　
マ大
留
に
参
加
し
文
化
戸
璽
隈
襲
は
先

　
　
　
か
ら
と
登
崎
橋
架
替
へ
等
其
の

澆
羅
い
も
の
が
あ
る

，　L－一＿」

揮嚢
濱
武
彦

〃

盤旦
実
一

馨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
占
刺
促
六
れ
個
κ
の
弱
い
カ
に
依
つ
え
あ
る
結
成
偲
藪
を
騒
行
す
る
に
至
り

大
根
占
　
　
　
．

　
小
中
教
職
員

曳

陣
　　　1〕

1司　　　　　　　　エ12°Al3119Al6

祠1　祠‖　役　警

察

　
署揚

川
教
職
員

川

O
B 蘇

羅
離
舗
竃
ぽ
鍾
騨
舗
醒
訟
寵
舗
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ズ
レ
と
す
る
錆
が
蘂
呈
逸
ん
k
K
　
c
t
騨
任
亮
、
豊
悶
雀

月

二
十
日
据
超
人
囎
を
開
き
委
冒
に
稜
長
等
の
硯
詞
あ
り
今
後
の
方
針
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
窟
瀬
則
君
を
推
レ
以
來
数
回
に
亘
り
付
い
そ
活
発
な
意
見
が
並
べ
ら
れ
、
交

議
レ
て
綴
の
艮
皆
璽
つ
竜
曽
蟹
冬
義
利
原
警
の
曝

丁
た
が
、
K
R
＋
・
1
　
I
＋
九
曇
．
蓋
讐
花
羅
套
力
を
r
k
v

籠
穣
難
璽
．
蕊
壕
．
杜
竃
れ
穿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

L

’●

”

1

゜
　
“
．
t
－
L
i
n
＿
．
“
，
L
　
．
　
“
T
　
－
1
　
t

J
l
ー
計
1
■
■
■
－
■
ー
■
－
1
1
　
ー
　
1
，
’
ー
　
ト
ー
X
l
ー
　
　
　
　
‘
冒
▼
　
　
r
ー

ー
マ
一
．
睦



■

”
’
l
　
－
’

．
－
　
V
　
N

診

●

一

’r
4

tt

L

（4）号2第報町占根大

平
和
な
文
化
國
家
建
設
は

國
民
お
互
い
の
力
で

會教室
　
　
　

．

　

　

肚
會
教
育
主
事

村

家
庭
が
圓
洞
や
暮
レ
が
樫
か
來
た
の
で
あ
り
ま
す
。

で
’
毎
日
よ
り
よ
い
生
活
が
　
モ
こ
で
政
府
は
垣
護
の
昂
揚
企
私
共

渠
篇
快
義
腰
議
民
撰
喬
窪
万
v
e
で
こ
の
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

は璽
せ
ん
・
こ
の
ξ
藷
亮
蒜
は
皆
㊧
謂
憶
の
事

竃
蓼
義
ぱ
あ
τ
竃
す
。

る
理
そ
の
部
落
は
明
る
く
、
そ
の
町
は

朗
ら
か
で
文
化
は
日
に
ノ
＼
向
上
レ
、
一
ど
う
で
レ
よ
う
か
。

一す．
貰
は
そ
の
人
g
t
t
’
に
色
・
た
［
論
の
あ
る
Y
N
な
い
の
で
あ
り
ま
す
．

め
に
な
藁
憲
管
て
く
れ
壬
篇
も
す
る
と
募
の
氣
覧
9
ど
二
嘉
慧
奮
裏
へ

山
仲
助
÷
り
な
す
人
の
あ
る
凄
弩
貢
叢
合
募
が
撃
力
で
あ
っ
套
と
b
l
，
S

く
の
力
を
強
く
な
レ
得
る
か
1

分

編鍔
戟
鵯
婬
‥
註

の
巾
に喜
壁
．
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れ
る
寛
大
な
心
を
持
ち
’

大
い
に
修
長
レ
で
念
蒜
る
こ
と
が

頂
で
窪
い
で
を
う
か
。

　
又
こ
の
反
対
に
他
人
に
忠
告
す
る
碍

§
か
り
モ
の
禽
密
レ
努
ρ
一

な
つ
て
、
改
心
壕
促
†
親
心
や
友
惜
D

嬰
暴
が
墾
れ
る
で
圭
翼
努
蓋
§
の
鴛
に
依
自
分
の
凡
て
の
力
の
馨
智
、
モ

只寧
毛
菱
て
見
姦
農
肇
や

冨
儒
が
は
つ
き
り
と
わ
か
り
事
の
解
決

は
早
い
の
で
あ
り
京
ず
。

　
第
六
に
は
國
民
一
人
一
人
の
敦
養
を

高
め
る
事
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
出
來

一

る
丈
、
蟹
や
灘
距
、
謹
演
●
等
に
出

席
肥
鰐
す
る
と
か
、
品
題
泌
レ
ク
レ
ー

o
s
y
e
g
e
n
す
ぺ
差
惹
妄
す
o
シ
・
ン
柔
難
ゆ
る
体
撃
豊
、

・
茎
れ
か
わ
つ
薯
本
の
頂
殴
善
亮
つ
主
ほ
の
、
褒
τ
ろ
毒
．
鷺
じ
．
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／
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績
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